

























































































































































































































@週20－30時間男子 女子 合計 男子 女子 合計全日　　等学校
理　科・商　業 113 67 180
工　業　　　術 45 45 23 23
家　　　　　政 24 24 50 50
社会人学生
政師範学校 11 11 87 87技　　術・工　　芸 57 57
大　学・一　　学 2 2 7 2 9
美　　　　　　術 2 8 10 6 21 27





機械工学・建築 206 3 2091，115 1，115
貿　　　　　　易 229 229 507 507
一　般　　商　業 27 27
物　　理・電 146 146
物　　　　　理 225 7 232
電　　　　　気 398 8 伽化　　　　　　学 41 1 42 238 20 258
数 101 9 110
理　論　数　学 86 7 93
応　用　数　学 156 1 157
自　然　科　学 38 44 82 18 107 125
写　　　　　　真 28 4 32 45 16 61
言　　語・商　　業 505 111 616
言　　　　　語 180 110 290
商　　　　　業 278 201 479
美　　　　　　術 118 67 185 218 83 301
音 262 295 557 84 101 185
家　　　　　　政 188 188 471 471
体　　　育（男子） 87 87 124 124
見　　　習　　　い 67 67 320 320
合　　　　計 1，761 789乳550359914525，151
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　この表から見えるように、ポリテクニックは技術教育の振興だけを目的と
した狭い意味での工芸学校というよりは、1870年の初等教育法によって整備
されてきていた小学校（23）に継続する普通および技術中等教育と継続教育と
して庶民の多様な要求に応えてコースを用意していたことがわかる（M）。ま
さに「ロンドンにおいて目覚しく発展を遂げたポリテクニックはドイツ的な
意味での高等工業カレッジではなかったが、博愛主義と継続教育と工業教育
の英国的ブレンド（25）」であったといえる。注目されるのは就学者の増加だ
けでなく、校舎の増築と1894年の創立時のコースがわずか10年の間に多様な
コースへと発展することに見られるように時代の要求に応じた専門化を迫ら
れていったことである。
3．大江スミ留学当時の「家政師範学校」とその後
　ポリテクニック内の全日制中学校の開設に続いて、理事会は技術教育委員
会からポリテクニック内に家政学校と家政科目を教える教員を養成する学校
を設置するように要請された。委員会はその維持のために奨学生を送ること
を申し出た伽）。理事会はこれを受け入れ、1894年2月にこれらの学校を開
設した。家政・女子学部の中に女子のための家政学校と師範学校が位置づけ
られ、学部長が両校の責任者となった。科目には、料理、裁縫、衣服製作、
洗濯法、食物科学を含む家政、洗濯工程、衛生、生理学、救急法、看護法、
教育原理と実習、黒板画法、発声法があり、後に植民地研究と一般家庭訓練
の特別コースが加わった。1895年10月から同委員会によって、料理、洗濯、
家政の養成所として認定され、国内で最初の適切に組織された教員養成コー
スとして、奨学金が支給された。最初の4年間、学生は技術教育委員会によ
って設置されたロンドンの家政委員会による教育免許（teacher’s　diploma）
の試験を受けたが、1898年よりその仕事を再編成された全国家政師範学校組
合に委ねることになった。師範学校はその傘下に入り、以後学生はそこでの
試験を受け免許状を得た。
　家政師範学校は国内で初めて家政の諸科目を養成コースとして組織して設
立された最初の学校のひとつであり、家政のトレイニングを統合し、教育の
理論と実践と実験を伴った科学の教授を含んでいた。またポリテクニックで
は唯一の教員養成機関であった。
　大江の留学当時の教員は19人であった。申報書には「教育ヲミス・マース
デン、生理衛生ヲミス・ウェッブ、化学ヲウィルソンニツキ研修ス」とある
が、マースデンは家政成師範学校の基礎発展に尽くした人であり、ウェッブ
はロンドン大学で科学を学び、衛生学と心理学を師範学校で教え、夜間の女
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子学部の責任者であった。ウィルソンは化学部の部長であった。このほか救
急法や看護法は女性の医師が担当していた。教育実習はポリテクニック内の
中学校、家政学校、夜間クラスで行われた。
　r十年史』には開校当時はll人であった学生が1904年には84人となり、英
国全土から集まり、はるばるオランダや日本からも来ていることが記されて
いる。この日本人こそ大江スミのことであろうm）。
　師範学校の重要性や教育的評価は高まり、10年間の卒業生322名が611の教
員免許を得て、177名が国内外で教職に就いている。その内訳は、ロンドンの
ポリテクニック10、技術学校30、女子中学校23、県立学校22、家政師範学校
（母校）14、小学校56となっている。このように、家政師範学校は僅か10年間
に教員養成機関として大きな実績を挙げている。小学校における家政科関係
の科目は、改正法典（Revised　Code）における裁縫を皮切りに、1878年に家
政（home　economy）、1882年に料理、1890年に洗濯を補助金交付の対象とし
た。その効果は著しく、これらの科目の履修者は飛躍的に増大した。例え
ば、料理は、補助金の対象となった授業を受けた生徒は初年度で457校から
3，759名であったが、表2に見るように増加している㈱。
表2
1885－1886年 643校 12，348人
1887－1888 882 30，431
1889－1890 1，294 57，539
1891－1892 1，501 68，291
1893－1894 2，322 108，192
1895－1896 2，729 134，930
　このように小学校に限っても家政関係の教員の急速な需要の増加があった
ことがわかる。また表1に見られるポリテクニックにおける家政科の生徒数
の増大から見ても、家政科の教員の養成、すなわち家政師範学校への期待が大
きかったことが推測される。r大学史Aは家政師範学校が当初から一貫して
主要な役割を果たしてきたことを評価している。このように家政の教員養成
機関として名をなしつつあったバタシー・ポリテクニックの家政師範学校に
ロンドンに到着して間もない大江が担った使命を果たす手掛りを求めたであ
ろうことは想像にかたくない。なお彼女の住所は1903年から84　Overstorand
Battersea　Park　Lendon　S．W．　Eng㎞dとなっている。
　その後の家政師範学校の消息について辿っていくと、以下のようになる。
先に引用した常見氏の記述に関して事実を明らかにしておこう。
　第2次大戦による校舎の損傷の復旧作業も進んで、1945年から46年にかけ
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て、大戦間に急速な進歩発展を遂げた科学技術の水準に合わせるために、ポ
リテクニックは技術系のコースの改革と規模の拡大を迫られた。バタシー・
ポリテクニックは入学者の増加のために近隣の小学校にまで学生が溢れるこ
とになったので、敷地の購入が緊急課題となった。家政師範学校の敷地の購
入計画を進めていく途上で、文部省から新たに出された師範学校の基準を充
たすことが不可能と判断されて、家政師範学校はロンドン県参事会の管理に
委ねられることになった（29）。r大学史』は家政師範学校の分離を惜しんで
　「（同校は）最高の校長と教授陣を備え、世界各地に教職その他の専門職で責
任のある地位で活躍する卒業生を送り出した。この種のカレッジの大規模な
ものの一つであり、その評判は最高であった。一方ロンドンの参事会は多く
の教員養成カレッジを持っているが、家政学の教員養成カレッジを持つのは
初めてであった」と記している（3°）。
　　こうして1948年に家政師範学校はバタシー・ドメスティック・トレイニン
グ・カレッジとして有志立学校から公費維持学校へ移行することになったの
である（31）。移行当初は緊密であった両校の関係も時の経過とともに次第に
関係が薄れていったとされる。一方ポリテクニックには1949年にチェルシ
ー・ |リテクニックの家政学部が閉鎖となり、ロンドン参事会がその吸収を
打診してきた。バタシーは吸収によって施設設備の補助を得ることが可能と
なるため、当時の家政学部長が描いていたホテルと大量炊事の新しいコース
を開校する英断が下された働。
　常見氏の「スミの学んだ当時どのような履修コースがあったか明らかでは
ないが、参考のため現在の履修コースを示すと、「組織体と大量炊事の管理
コース」と「ホテル管理と大量炊事の資格コース」がある」という記述は、バ
タシー・ポリテクニックが上に述べたチェルシー・ポリテクニックの家政学
部を吸収して「ホテルと大量炊事」の新しいコースを設置した史実と一致す
る。また、「バタシb－一・トレイニング・カレッジ・オブ・ドメステック・サ
イエンスはスミの学んだ学校と関係はあるが、全く別の学校」というよりは
むしろこちらの方がスミの学んだ家政師範学校を受け継いだ学校といえよ
う。
　なお、戦後強力に打ち出された科学技術教育の振興政策に沿って、バタシ
ー・ |リテクニックはすべてのマイナーな部分を「そぎ落とし」、全学を高
等教育と研究に集中させることによって、技術系高等教育機関への発展を遂
げることになった。1956年の高等技術白書によって、1957年同校は高等技術
カレッジ（Co皿egO　of　Advanced　Tecimology）に指名され（33）、1963年のロビン
’ズ報告の大学昇格勧告で、その筆頭に挙げられ、サリー県のギルフォードに
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移転、1966年に特許状を得てバタシー工科大学からサリー大学へと昇格した
のである。
4．大江スミがバタシー家政師範学校で学んだもの
　いうまでもなく、大江の留学の成果が彼女の女子教育観や教育実践にどの
ような実を結んだかは、ベッドフォード大学における研鎖や英国内およびヨ
ーロッパの教育事情視察の体験などを綜合して、帰国後の教育活動を詳しく
見ていく必要があるが、ここでは彼女の家政学の基本となった家政師範学校
での学習体験を考えてみよう。
　大江が文部大臣に提出した「申報書」の中で最も強調していることは実習
の重要性である。
諸所ノ学校ニツキ感ゼシバ、学校ノ組織及ビ科目ナドハ我国ト大差ナシ
ト謂モ、当地学校教育ハタダニ理論ヲ教スルノミナラズ、実習ヲ主トシ、
生徒ヲシテ自カラソノコトニ当タラシメ、他日学校ヲ出シ後、実施シヤ
スカラシムルコト、及ビ諸科学ノ関連セルコトナリ。……コノ他理化学
上ノ知識ノヨク日常ノ事項二応用セシムル如キ、是等ハ些少ノ如クナレ
ドモ、我学校教育上考エルベキコトト思ヘリ（34）。
　このことは当時最も施設設備の整っていたといわれる家政師範学校で、大
江が「各学科イズレモ実習ヲ主トシ、理論コレニトモナフ」家政関連科目を
研修し痛感したことであろう。料理、洗濯などの科目の他に必修科目には家
事取締法、家事衛生、化学、教育理論があり、家事の実地の訓練だけでなく、
指導者としての理論科目があり、たとえば化学担当のウィルソンはポリテク
ニックの化学部の部長であったことも注目される。
　また大江の英国留学の総決算と言われる主著『三ぼう主義』のなかでも日
本の家事教育における実習の重要性を繰り返し訴える。
英国では実地が4分の3で理論が4分の1である。日本では、女子教育
中家事科に最も重きを置いているにも拘わらず、その設備については二
十年此の方発達した英米より遥かに劣っている。割烹教場の如きは、そ
の面積も狭く、二三の割烹台の周囲にごたごたと生徒を立たせて各生徒
が自由に実習することもできない。一鉢の味噌を多数の生徒がするのは、
丁度裁縫で袖口を多数の人々が縫うのが不可能且無効であると同様であ
ると思う。
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と述べているtSS。
　しかも家事教育における実習の強調は、大江にあっては、技術習得の徹底
だけを目指すものではない。「理論のみ教えることによって生徒は物知りの
つもりになり、自然傲慢な品性となり、真面目でなく、浮き浮きとした活用
し難い人となる。実験・実習をさせ実地に教え込むならば、謙虚で真面目な
人を作ることができる」というように、それが生徒の品性に及ぼす影響を重
視するものであった。
　この実地教育は普通教育上大事なことで、ぜひこの点に重きを置かなけれ
ばなりませぬ（36）」というように、実習は人間形成的意味を持っていた。
　バタシー・ポリテクニックでスミが学んだ第2の点は家事教育に当たる教
員の責任であろう。当時教育理論を担当していた校長のミス・マースデンは
家政師範学校の優秀な卒業生であり、母校の基礎と発展に尽くした人物とし
てr大学史』に名を残している㈲。
　「英国の家事教授に関する人々は、総て女子をもって成立されておるは勿
論、之が監督の任に当たる視学官に至るまで悉く家事の知識を有する、婦人
の手によって組織せられて居る（38）」ことを身近に見てきた。設備の不備か
ら実習を十分行うことの出来ない理由を次のように挙げている。
1．家事科教員自身がどのような設備をするべきかわからぬこと。
2．たとえそのような知識があっても、女子は信用がなく、機械を備えても
　　それを使用できるのかと疑われる。
3．大抵上に立つ人々が男であるから、家事についての知識乏しく、家事教
　　授上の設備に同情がないω。
　’したがって、「真面目な、技能ある生徒を養成するに｝嵐教員は相当の予
算を立て見積書を作る丈の知識と熱心さを持って、今後は各学校に相当なる
設備をして、わずかなる時間に実習することが出来る様勤めなければならな
い」と、教員に家事科経営能力の必要であることを力説している。
　このように大江がバタシー・ポリテクニックで学んだ実地を重視した家政
教育は、あくまで家政科教師養成としての教育であったのであり、それは当
時の英国にあって高い評価を得ていたものであった。
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